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立山高山帯における訪花昆虫調査への追加：
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AlpmeZoneofMt・Tateyama9AdditiontotheSurveyofFlower=viSitingInsectsinthelpin
ToVamaPre注cmre，Hokuriku･Japan
HisashiNegoro
ToyamaScienceMuseum
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Thepresentpaperdealswiththeresultofadditionalsurveysofflowervisitingin-
sectsinthealpinezoneofMt・Tateyama，ToyamaPrefecmre，Hokuriku，Japanduringthe
nowerseasoninl999-2001．AtMt・Zyodo-san，atotalof2578individualsin6orders
ofinsectswereobservedontheflowers，andatHigashi-ichinokoshi，3369individualg
in6ordersofinsects・Dipterawaspredominantinthenumberofindividuals（about75％
oftotalindividualsatMt，Zvodo-san，andabout60％atHigashi-ichinokoshi）andfbl
lowedbvHvmenoptera（about20％atMt・Zvodo-sanand30％atHigashi-ichinokoshi)．
Lepidoptera，Coleoptera，Hemiptera，MecopteraandOrthopterawereafewindividuals・
ThenumberofindividualspeakedinearlyAugustatbothsites・AtMt・Zvodo-sanabout
30％oftotalindividualswereobservedonUmbelliferae，20％onComposltaeand20％
onRosaceae，andatHigashi-ithinokosiabout25％onUmbelliferae，15％onRosaceae
and15％onRanunculaceae．
Keywords：insects，Hower-visiting，alpinezone，Mt・Zvodo-san，Higashi-ichinokoshi･
Mt・Tateyama，
キーワード：昆虫、訪花性、高山、浄土山、東一の越、立山、富山県
はじめに
(根来，2002）で立山高山域室堂平での前回の報告（根来，20 2）で立山高
主に雪田周辺の草原での訪花昆虫の概要を示したが，
今回はそれに追加し，稜線部と立山黒部川側の高茎草
原での調査結果を報告する。
本調査は前回と同様，月に2度の調査で，全て目撃
によるものであって昆虫の同定も科，もしくは目どま
りの個体も多く，概要にふれるのみである。
なお，本調査の一部に，日本学術振興会の科学研究
費補助金（奨励研究B）12918013を使用した。また，
富山森林管理署，中部山岳国立公園立山黒部管理官事
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務所には，調査の実施に際しご協力いただいた。感謝
申し上げる。
調査場所・調査方法。調査時期
I・訪花個体数
（1）浄土山
室堂山（図1，A地点）から浄土山南峰（B地点）
に至る遊歩道沿いに行われた。図1に実線で示した道
を調査ルート（標高2660m～2840,,2km）とした。
調査時間は，室堂山を9時30分に出発し，浄土山南峰
で約30分の休息をとった後12時に出発，室堂山に13時
根来 尚
ヤマアザミ，クロトウヒレン，ウサギギク，ミヤマ'ノ
ンドウ等
2000年7月24日曇り時々晴れ12°C～145℃
チングルマ，ミヤマキンバイ，ハクサンボウフウ，
ベニバナイチゴ，ミヤマキンポウゲ等
2000年9月8日晴時々曇り145°C～18.5℃
ミヤマアキノキリンソウ，ハクサンボウフウ，タテ
ヤマアザミ，ミヤマリンドウ等
2001年7月7日晴のち薄雲13～15℃
ハクサンイチゲ，ミネズオウ，クロウスゴ，シナノ
キンバイ，コイワカガミ，ミツババイカオウレン等
30分に帰着の3.5時間である。
調査期間を通しての総調査時間は175時間である。
7月中旬から9月上旬の間，毎月2回の割で，ほぼ一
定の速度で3.5時間かけ道上を歩行し，その間目撃し
た開花植物への訪花昆虫個体数をカウントした。訪花
昆虫はすべて目視による確認であり，微少な昆虫は見
逃された物も多いと思われ，また種までの確認ができ
ず目や科どまりの個体も多かった。
当地の平均気温や降水量，積雪深については根来
(1999）を参照していただきたい。
主な開花植物は，ハクサンイチゲ，シナノキンバイ，
チングルマ，ミヤマキンバイ，アオノツガザクラ，ハ
クサンボウフウ，ウサギギク，クロトウヒレン，タテ
ヤマアザミ，ミヤマアキノキリンソウなどが挙げられ
る。
調査日と調査時の天候，調査時の最低・最高気温お
よび主要な開花植物を記す。
1999年8月3日晴16℃～21℃
ハクサンボウフウ，チングルマ，アオノツガザクラ，
ミヤマキンポウゲ，ウサギギク等
1999年8月25日晴10℃～15℃
ハクサンボウフウ，ミヤマアキノキリンソウ．タテ
（2）東一の越
立山一の越（図1，C地点）から東一の越（D地点）
に至る遊歩道沿いに行われた。図lに実線で示した道
を調査ルート（標高2650m～2450,,3km）とした。
調査方法は浄土山と同一である。
調査時間は，一の越直下を9時30分に出発し，東一
の越東方ピークで約30分の休息をとった後12時に出発，
一の越に13時30分に帰着の時3.5間である。調査期間
を通しての総調査時間は17.5時間である“
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図1．調査地調査ルートを太い実線で示す
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主な開花植物は，ハクサンイチゲ，ミヤマキンバイー
ミヤマキンポウゲ，シナノキンバイ，ハクサンフウロ
ハクサンボウフウ，タカネツメクサ，ウラジロタデ，
オヤマソバ，クロトウヒレン，ミヤマアキノキリンソ
ウなどが挙げられる。
調査日と調査時の天候，調査時の最低・最高気温およ
び主要な開花植物を記す。
2000年7月27日曇り時々 晴12.5～16.5°C
ハクサンボウフウ，ウラジロナナカマド，ミヤマキ
ンバイ，オオヒョウタンボクなど開花。
2000年8月8日曇り時々晴れ12.0～15°C
ミヤマキンポウゲ，ミヤマアキノキリンソウ，ハク
サンイチゲ，タカネバラ，タカネツメクサ，オヤマソ
バ，トリカブト類など開花。
2000年8月22日晴れ時々曇り16～18.5°C
クロトウヒレン，タテヤマアザミ，ヤマハハコ，ミ
ヤマホツツジ，エゾシオガマなど開花。
2001年7月15日曇り時々晴120～145℃
ミヤマキンバイ，タカネナナカマド，シナノキンノミ
イ，ハクサンシャクナゲ，ウラジロタデなど開花。
2001年9月2日晴れ時々曇り115～15°C
クロトウヒレン，オヤマリンドウ，オヤマソバなど
開花。
ウ，タカネナナカマド，ミネカエデ。
室堂平2001年8月28日晴れ9時～16時
ハクサンボウフウ，アキノキリンソウ，ウサギギク，
ミヤマリンドウ，ミヤマキンバイ。
別山2001年7月26日晴れ時々曇り10時～16時
チングルマ，イワツメクサ，ハクサンボウフウ，タ
カネヤハズハハコ，ミヤマキンバイ，ヨツバシオガマ，
アオノツガザクラ。
五色が原2001年8月5日晴れ時々曇り11時～
16時
チングルマ，アオノツガザクラ，ハクサンコザクラ，
ハクサンフウロ，ミヤマリンドウ，ミヤマキンバイ，
イワイチョウ。
調査結果
表lに調査日ごとに訪花植物ごとの訪花昆虫個体数
を示し，表2に各科各植物ごとに調査日ごとの訪花昆
虫個体数を示した。また，図2に訪花昆虫個体数およ
び各調査日ごとの個体数の割合の季節変動を示した。
目撃昆虫は全て種まで同定し得たわけではないので種
数については不明である。表3に各植物での訪花昆虫
各種（グループ）の平均訪花所要時間を示しておいた。
訪花調査数の少なかった種（グループ）は省いた。
（3）別山および五色が原
前回報告の室堂平周辺と今回の浄土山，東一の越は
開花シーズンを通しての調査であったが，その他に真
砂岳から別山にかけてのの稜線上（図1，E－F）（標
高2750m～2880m）および五色が原（図1，G－H）
(標高2350m～2500m）で，各1日のみではあるが訪花
最盛期に同様な訪花昆虫調査を行った。真砂岳別山稜
線上は2001年7月27日に3時間をかけ，天候は晴れ後
曇りであった。五色が原は同年8月6日に3時間晴れ
後曇りであった。
I・結果概要
（1）浄土山
5日間の調査の結果，双迩目・膜迩目・甲虫目・鱗
迩目・半迩目・長迩目の6目にわたる2578個体の昆虫
の訪花が確認された。最も多かったのは双迩目で全個
体数の74％1903個体，次いで膜迩目の21％555個体，
この2目で全体の95％の個体数となる。鱗迩目55個体，
甲虫目55個体と続き，半迩目8個体，長迩目2個体は
たいへん少なかった。
双迩目，膜迩目中では各々，ハナアブ類（双迩目中
の59％1121個体)，ハナバチ類（膜迩目中の78％434個
体）が多く，ハナアブ類，ハナバチ類は全体の43％，
17％と訪花昆虫の大きな部分を占めるが，小型のハエ
類も多く全体の27％（700個体）を占める。
今回昆虫の訪花が確認された植物は13科41種である。
キク科・バラ科が最も多く7種，キンポウゲ科6種，
ツツジ科5種，ユリ科が3種，イワウメ，ゴマノハグ
サ，タデ，ナデシコ，リンドウの各科が2種，イグサ，
キキョウ，セリ科が各1種である。
全訪花昆虫中，セリ科を訪れた昆虫は30％5目772
個体で最も多く，次いでキク科21％4目546個体，バ
ラ科21％4目537個体でありこの3科で全体の約70％
Ⅱ、花上滞在時間。訪花忠実度
各種訪花昆虫の訪花効率と，各種訪花昆虫の訪花忠
実度（根来,2002）を知る目的で，室堂平（図1，1)，
別山（図1，F)，および五色ガ原（図1，G）で訪
花昆虫の花上での滞在時間を測定し，また，行動を観
察した。
調査日と調査時の天候，調査時間および主要な開花
植物は以下のとおりである。
室堂平2001年7月16日曇り時々晴れ9時～lざ
時30分
チングルマ，ウラジロナナカマド，ハクサンボウフ
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を占める。以下キンポウゲ科12％4目312個体，ツツ
ジ科6％2目160個体，リンドウ科3％3目81個体と
続く。
最も訪花個体の多かった植物は，ハクサンボウフウ
(30％5目772個体）で，次いでチングルマ（14％4目
349個体)，ミヤマアキノキリンソウ（5％3目136個
体)，ミヤマキンバイ（5％4目123個体)，タテヤマ
アザミ（5％2目123個体）と上位5種中3種までが
キク科である。6位以下は，ウサギギク（4％4目
114個体)，ハクサンイチゲ（4％4目112個体)，クロ
トウヒレン（3％3目88個体)，シナノキンバイ（3
％2目87個体)，アオノツガザクラ（3％2目77個体）
であり，以上上位10種で全個体数の77％を占める。う
ち4種がキク科で，バラ科とキンポウゲ科が2種，セ
リ科，ツツジ科が各1種であり，ここでもこれらの科
が上位を占める。
訪花期間は7月上旬から9月上旬で，8月上旬に訪
花個体数のピークがあり，全般的な季節消長には双迩
目特にハナアブ類の寄与が最も大きい。
（2）東一の越
5日間の調査の結果，双迩目・膜迩目・甲虫目・鱗
遡目・半迩目・長迩目の6目にわたる3369個体の昆虫
の訪花が確認された。最も多かったのは双迩目で全個
体数の59％1979個体，次いで膜迩目の29％990個体，
この2目で全体の88％の個体数となる。鱗迩目75個体，
甲虫目269個体（8％）と続き，半迩目47個体，直通
目9個体はたいへん少なかった。
双迩目膜迩目中では各々，ハナアブ類（双迩目中
の53％1046個体)，ハナバチ類（膜迩目中の63％619個
体）が多く，ハナアブ類，ハナバチ類は全体の31％，
18％と訪花昆虫の大きな部分を占めるが，小型のハエ
類も多く全体の25％（833個体）を占める。
今回昆虫の訪花が確認された植物は19科55種である。
キク科・バラ科が最も多く9種，キンポウケ科・ツツ
ジ科が6種，ユリ科・ゴマノハグサ科が3種，タデ，
キキョウ，ナデシコ，セリ，リンドウ，スミレの各科
が2種，アカバナ，イワウメ，オトギリソウ，スイカ
ズラ，ハンノキ，フウロソウ，ミズキ科が各1種であ
る。
全訪花昆虫中，セリ科を訪れた昆虫は26％6目880
個体で最も多く，次いでバラ科16％4目546個体，キ
ンポウゲ科16％5目537個体，キク科15％6目498個体
でありこの4科で全体の約80％を占める。以下タデ科
8％5目284個体，フウロソウ科6％5目188個体，ツ
ツジ科5％5目164個体と続く。
最も訪花個体の多かった植物は，ハクサンボウフウ
8？
(25％6目844個体）で，次いでミヤマキンポウゲ（9
％4目301個体)，ミヤマキンバイ（8％3目263個体)，
ミヤマアキノキリンソウ（6％6目206個体)，ハクサ
ンフウロ（6％5目188個体)，6位以下は，ウラジロ
タデ（5％4目176個体)，オヤマソバ（3％5目108
個体)，ヤマハハコ（3％6目104個体)，ハクサンイ
チゲ（3％4目102個体)，シナノキンバイ（3％3目
95個体）であり，以上上位10種で全個体数の71％を占
める。うち3種がキンポウゲ科で，キク科とタデ科が
2種，セリ科，バラ科，フウロソウ科が各1種である。
Ⅱ季節消長概要
（1）浄土山
訪花期間は，7月上旬から9月上旬であるが，8月
上旬に訪花個体数のピークがあり全訪花個体の40％10
37個体である。8月上旬のピークは主に双迩目主にﾉ､ニ
ナアブ類による。全般的な季節消長には双迩目特にハ
ナアブ類の寄与が最も大きく，次いで小型のハエ類が
影響をおよぼしている。膜迩類ハナバチ類（そのほと
んどはマルハナバチ類）は8月下旬に最も多くなるが
双迩類よりは個体数の変動は少ない。鱗迩目は開花期
間を通じ，甲虫目では7月下旬・8月上旬，半迩目は
8月下旬・9月に見られるが個体数は少ない。
訪花期は，7月上旬，7月下旬・8月上旬，8月下旬
以降と3分される。
8月下旬以降は，開花科数・種数は少なくなり訪花
個体数も減少しはじめキク科とセリ科の2科で訪花個
体のほとんど（80％ほども）を集める。7月上旬は，
開花科数・種数はまだ少なくまた訪花個体数も少なく
キンポウゲ科・ツツジ科・バラ科が多くの個体（90％
以上）を集める。7月下旬・8月上旬がもっとも開花
科数・種数が多くなり，7月下旬はまだ訪花個体数は
少ないものの訪花対象種も増え，8月上旬には訪花個
体数も最も多くなりバラ科・キク科・セリ科・キンポ
ゲ科が多くの個体（80％程度）を集める。
1調査日において最も訪花昆虫を集めた植物は，ハ
クサンボウフウ（セリ科）で8月3日に342個体が訪
花した。次いで8月25日のハクサンボウフウ245個体，
8月3日のチングルマ（バラ科）238個体である。ノミ
クサンボウフウ9月8日116個体，ミヤマアキノキリン
ソウ（キク科）8月25日85個体，タテヤマアザミ（キ
ク科）8月25日75個体，クロトウヒレン（キク科）8
月25日69個体，ハクサンボウフウ7月24日69個体，シ
ナノキンバイ7月7日67個体と続きキク科とセリ科，
バラ科，キンポウゲ科が優勢なことがここでも見て取
れる。
尚根来
8％89個体の順である。
双迩目の個体数の季節消長は，8月上旬（双迩目個
体の47％886個体）にピー クがある。7月中はまだ少
なく，8月上旬から急速に増加し9月には急激に減少
するが7月ほどでは無い。各調査日で占める割合では，
全期間で双迩目が50％を越え，特に8月上旬は85％に
もなる。ハナアブ類の季節消長も，8月上旬が最も多
く，各調査日でのハナアブ類の双迩目に対する割合は，
8月上旬以後60％を越えるが7月中では少なく30～40
％前後である。
2．膜迩目
全訪花昆虫の22％555個体が膜迩目であり，その78
％434個体がハナバチ類である。またその92％401個体
がマルハナバチ類である。今回の調査ではマルハナパ
チ類は，ヒメマルハナバチとオオマルハナバチが観察
さた。
ハナバチ類以外ではヒメバチ類が多く膜迩目の11％
61個体，ハバチ類が8％44個体，その他アリ類10個体・
カリバチ類6個体となっている。
膜迩目は11科の植物を訪花したが，約23％130個体
がキク科植物に訪花し，ツツジ科21％116個体，バラ
科19％104個体，以上3科で63％を占める。ハナバチ
類では9科を訪花し，キク科56％129個体，ツツジ科
24％105個体，バラ科20％85個体であり，セリ科はたっ
た5個体である。
ハバチ類では6科を訪花し，セリ科41％18個体，キ
ンポウゲ科27％12個体，バラ科18％8個体である。ヒ
メバチ類ではセリ科が69％42個体である。ハバチ類・
ヒメバチ類はハナバチ類に比べより双迩目的である。
膜迩目の個体数の季節消長は，8月下旬にピークが
あるが双迩目に比べると調査日間の差は大きくなくゆ
るやかに増加しゆるやかに減少する。
各調査日で占める割合では7月下旬（36％）が多く，
8月上旬には少なくなる。ハナバチ類の季節消長は，
ほぼ膜迩目の季節消長に平行し，各調査日のハナバチ
類の膜迩目に対する割合は8月以降で80％前後である
が，7月中は60％程度と少なくなり，ヒメバチ類・ハ
バチ類（合わせて30％程度）が多くなる。
3．甲虫目
全訪花昆虫の2％弱55個体が甲虫目であり，小型の
ハネカクシ類の訪花が多かった。
甲虫目は5科の植物を訪花したが，バラ科には甲虫
目中73％（40個体)，セリ科15％（8個体）への訪花
が多かった。甲虫目の訪花は，7月上旬～8月上旬の
短い期間に見られ，しかも7月上旬はたいへん少なかっ
た。
（2）東一の越
訪花期間は，7月中旬から9月上旬であったが，8
月上旬に訪花個体数のピークがあり全訪花個体の30％
1023個体である。8月上旬のピークは主に双迩目主に
ハナアブ類による。全般的な季節消長には双迩目特に
ハナアブ類の寄与が最も大きく，次いで小型のハエ類
が影響をおよぼしている。膜迩類ハナバチ類は8月下
旬に最も多くなる。鱗迩目は8月，甲虫目では7月下
旬・8月上旬に多い。半迩目は8月下旬・9月に多く
なる。
訪花期は，7月中旬・下旬，8月上旬，8月下旬以
降と3分される。
8月下旬以降は，開花科数・種数は少なくなり訪花
個体数も減少しはじめキク科とセリ科の2科で訪花個
体の多くを集める。7月中旬・下旬は，開花科数・種
数はまだ少なくまた訪花個体数も少なくバラ科・セリ
科・キンポウゲ科が多くの個体（約70％）を集める。
3月上旬もっとも開花科数・種数が多くなり，訪花個
体数も最も多くなりセリ科・キンポゲ科・バラ科・キ
ク科が多くの個体（70％程度）を集める。
1調査日において最も訪花昆虫を集めた植物は，ノミ
クサンボウフウ（セリ科）で8月22日に273個体が訪
花した。次いで8月8日のハクサンボウフウ201個体，
9月2日のハクサンボウフウ169個体である。ハクサン
ボウフウ7月27日116個体，ミヤマキンバイ（バラ科〉
7月15日115個体，ミヤマキンポウゲ（キンポウゲ科｝
8月22日109個体，ミヤマキンポウゲ8月8日99個体，
ハクサンボウフウ7月15日94個体，ミヤマアキノキリ
ンソウ9月2日90個体と続き，セリ科と，バラ科，キ
ンポウゲ科，キク科が優勢なことがここでも見て取れ
る。
Ⅲ訪花昆虫各目
（1）浄土山
1．双迩目
全訪花昆虫の74％1903個体が双迩目であり，その59
％1121個体がハナアブ類である。その他オドリバエ類，
クロバエ類，ケバエ類，小型のハエ類などの訪花が見
られた。
双迩目は13科の植物を訪花したが，35％674個体が
セリ科を訪花し，次いでキク科21％394個体，バラ科
20％380個体，キンポウゲ科14％264個体とこの4科で
90％となる。これらは，訪花昆虫全体の傾向と同一で
ある。
ハナアブ類では12科を訪花し，セリ科42％476個体，
キク科21％235個体，バラ科20％221個体，キンポゲ科
?
立山高山帯における訪花昆虫調査への追加
4鱗迩目
全訪花昆虫の2％弱55個体が鱗迩目であり，そのほ
とんど48個体がガ類である。残りの7個体がチョウ類
である。
鱗迩目は7科の植物を訪花したが，38％21個体がセ
リ科に訪花し，キク科には25％14個体であった。ガ類
は6科チョウ類は2科の植物を訪花し，共通して訪花
した科はキク科のみである。
5．半迩目
2578個体中8個体が半迩目であり，全てカメムシ類
(ほとんどがタカネアオカスミカメ）である。全ての
個体がキク科に訪花した。8月下旬から出現した。
6．長迩目
訪花の認められた長迩類は，シリアゲモドキの一種
2個体である。
（2）東一の越
L双迩目
全訪花昆虫の59％1979個体が双迩目であり，その53
％1046個体がハナアブ類，42％833個体が小型のハエ
類である。その他オドリバエ類，クロバエ類，ケバエ
類などの訪花が見られた。
双迩目は18科の植物を訪花したが，31％611個体が
セリ科を訪花し，次いでキンポウゲ科24％466個体，
バラ科13％258個体，キク科10％204個体とこの4科で
約80％となる。これらは，訪花昆虫全体の傾向よりセ
リ科・キンポウゲ科の割合が多く，バラ科・キク科の
割合が少ない。
ハナアブ類では17科を訪花し，セリ科38％396個体，
キンポウゲ科17％181個体，タデ科10％107個体，キク
科10％104個体の順である。小型ハエ類では，キンポ
ウゲ科34％283個体，セリ科18％184個体，バラ科15％
155個体，キク科9％76個体である。
双迩目の個体数の季節消長は，8月上旬（双迩目個
体の32％637個体）にピークがある。7月中はまだ少
なく，8月上旬に急速に増加し9月には急激に減少す
る。各調査日で占める割合では，全期間で双迩目が50
％を越え，特に8月中は60％を超える。ハナアブ類の
季節消長も，8月下旬が最も多く，各調査日でのハナ
アブ類の双迩目に対する割合は，8月上。下旬以後は
50％を越えるが7月中旬・9月上旬では少なく30％前
後である。
2．膜迩目
全訪花昆虫の29％990個体が膜迩目であり，その63
％619個体がハナバチ類である。またその53％330個体
がマルハナバチ類である。今回の調査ではマルハナバ
チ類は，ヒメマルハナバチとオオマルハナバチ，ナガ
8曾
マルハナバチ，ヤドリマルハナバチが観察さた。
ハナバチ類以外ではアリ類が多く膜迩目の16％16:
個体，ハバチ類が10％104個体，その他ヒメバチ類匪
個体・カリバチ類24個体となっている。
膜迩目は16科の植物を訪花したが，約24％234個体
がキク科植物に訪花し，バラ科19％187個体，セリ科
18％179個体，ツツジ科12％119個体以上4科で73％を
占める。ハナバチ類では14科を訪花し，キク科33％
203個体，バラ科17％108個体，ツツジ科14％85個体で
あり，セリ科はたった12個体である。
アリ類では9科を訪花し，バラ科37％59個体，セリ
科30％49個体である。ハバチ類ではセリ科が58％60個
体，ヒメバチ類で60％50個体である。ハバチ類・ヒメ
バチ類はハナバチ類に比べより双迩目的である。
膜迩目の個体数の季節消長は，8月にピークがある
が双迩目に比べると調査日間の差は大きくない。
各調査日で占める割合では9月上旬（39％）7月中
旬（35％）が多く，7月下旬と8月には少なくなる。
ハナバチ類の季節消長は，ほぼ膜迩目の季節消長に平
行し，各調査日のハナバチ類の膜迩目に対する割合は
8月以降で60％を越えるが，7月中は50％以下と少な
くなり，アリ類，ハバチ類・ヒメバチ類が多くなる。
3．甲虫目
全訪花昆虫の8％269個体が甲虫目であり，ヒメハ
ナカミキリ類，小型のハネカクシ類の訪花が多かった。
甲虫目は8科の植物を訪花したが，バラ科には甲虫目
中37％（99個体，そのほとんどがハネカクシ類)，セ
リ科23％（62個体）タデ科23％（54個体)，この2科へ
はカミキリ類の訪花が多かった。甲虫目の訪花は，7
月下旬・8月上旬に多く，9月上旬にはたいへん少な
かった。
4鱗迩目
全訪花昆虫の2％弱75個体が鱗迩目であり，43個体
がガ類である。残りの32個体がチョウ類である。
鱗迩目は9科の植物を訪花したが，45％34個体がキ
ク科に訪花し，セリ科には21％16個体（ガ類が15個体）
であった。ガ類，チョウ類共通して多く訪花した科は
キク科である。
5．半迩目
47個体が半迩目であり5科を訪花した。全てカメム
シ類（ほとんどがタカネアオカスミカメ）である。キ
ク科には16個体，フウロソウ科12個体，セリ科11個体
訪花した。8月下旬から出現した。
6．直通目
訪花の認められた直通類は，クモマヒナバッタ9個
体である。
根来
Ⅳ、植物各科への訪花昆虫
（1）浄土山
1．セリ科
セリ科で昆虫の訪花を観察した植物は，ハクサンボ
ウフウのみである。セリ科を訪れた昆虫は全訪花昆虫
中30％5目772個体である。
セリ科の季節消長は，7月下旬の少数個体の訪花に
始まり，8月上旬以降9月上旬のシーズンの終わりま
で各調査日の1番多く（8月上旬）また第2番目（8
月下旬・9月上旬）に訪花された科である。シーズン
の中期にも多いが，キク科同様シーズン後半にも多く，
後半はほとんどキク科とセリ科の2科のみと言ってよ
いほどである。
セリ科を訪花した昆虫中最も多いのは，双迩目で
674個体（セリ科訪花昆虫中87％）そのうちハナアブ
類が476個体（62％）であり，膜迩目69個体（9％）
うちハナバチ類（全てマルハナバチ類）はたった5個
体で，ヒメバチ類が42個体（5％)，甲虫目8個体，
鱗迩目20個体，シリアゲムシ目l個体である。
セリ科では双迩目がたいへん多く，膜迩目は相対的
に少ない。
2．キク科
キク科で昆虫の訪花した植物は7種。キク科を訪れ
た昆虫は全訪花昆虫中21％4目546種である。
最も訪花個体の多かった植物は，ミヤマアキノキリ
ンソウ（5％3目136個体）で，次いでタテヤマアザ
ミ（5％2目123個体)，ウサギギク（4％4目114個
体）であり，以上3種でキク科訪花昆虫中の68％の個
体を占める。
季節消長では，7月下旬から訪花個体が見られるが，
8月下旬にキク科訪花昆虫中50％273個体と最も多く
なる。7月下旬にはまだごく少数であるが，8月上旬
にはその調査日の訪花個体数の14％で第3番目の科で
あり，8月下旬（46％)，9月上旬（33％）では第一
番の科である。
キク科を訪花した昆虫のうち最も多いのが双迩目で
394個体（キク科訪花昆虫中72％）うちハナアブ類239
個体（43％)，次いで膜迩目130個体（24％）でほとん
どがマルハナバチ類である。鱗迩目14個体（3％)，
半迩目8個体（1％）である。
タテヤマアザミ，クロトウヒレンが膜迩目を多く集
め，ミヤマアキノキリンソウ，ウサギギク，タカネヤ
ハズハハコはもっぱら双迩目を集める。これは，花冠
がブラシ状で高く大きい花が膜迩目を多く集め，花冠
が平たく小さい花は双遡目を多く集めることによるも
のと思われる。
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3．バラ科
バラ科で昆虫の訪花した植物は7種。バラ科を訪れ
た昆虫は全訪花昆虫中21％4目537個体であり，チン
グルマが最も多く14％4目349個体，次いでミヤマキ
ンバイが4目123個体（5％）である。
バラ科は，7月上旬から9月上旬までシーズンを通
じて訪花が見られるが，7月上旬はまだ少なく8月下
旬以降には急激に減少する。7月下旬ではその調査日
で最も多い科であり，8月上旬では2番目となってお
り，各々の調査日の訪花個体の42％（155個体）と28
％（293個体）がバラ科である。7月下旬と8月上旬
を合わせるとバラ科全体の83％の個体数となる。
バラ科を訪花した昆虫中最も多いのは，双迩目で
380個体（バラ科訪花昆虫中71％）うちハナアブ類が
221個体（41％）膜迩目104個体（19％）ハナバチ類躍
個体（16％）甲虫目40個体（7％）で鱗迩目は少ない。
4キンポウゲ科．
キンポウゲ科で昆虫の訪花した植物は6種。キンポ
ウゲ科を訪れた昆虫は全訪花昆虫中12％4目312個体
であり，ミヤマキンポウゲが3目73個体，ハクサンイ
チゲ4目112個体，シナノキンバイが2目87個体であ
る。キンポウゲ科の季節消長は7月上旬から9月上旬
まで，7月上旬が最多日で最も多い科であり，129個
体（調査日の57％）でありキンポウゲ科全体の41％で
ある。8月上旬の調査日では第4番目の科（10％）で
ある。キンポウゲ科を訪花した昆虫のうち最も多いの
が双迩目で264個体（キンポゲ科訪花昆虫中85％）そ
の多くが小形のハエ類でありハナアブ類は89個体でキ
ンポウゲ科全体の28％である。膜迩目は少なく42個体
(13％）うちマルハナバチ類は29個体であった。
5．ツツジ科
ツツジ科は5種が訪花され，全訪花昆虫中6％2目
160個体が訪花した。ツツジ科の73％116個体が膜迩目
で66％105個体がハナバチ類，57％91個体がマルハナ
バチ類である。28％44個体が双迩目，うちハナアブは
20個体であった。7月上旬～9月上旬とシーズンを通
じて訪花が見られるが，8月下旬からはたいへん少な
くなり，7月上旬が最多で63個体（ツツジ科中39％）
である。48％の77個体がアオノツガザクラ，24％39個
体がミネズオウヘの訪花である。
（2）東一の越
1．セリ科
セリ科で昆虫の訪花した植物は，ハクサンボウフウ
とミヤマゼンコの2種である。セリ科を訪れた昆虫は
全訪花昆虫中26％6目880個体である。
セリ科の季節消長は，7月中旬の訪花に始まりシー
立山高山帯における訪花昆虫調査への追加
ズンの終わりまで各調査日の1番多く（7月下旬から
9月上旬）また第2番目（7月中旬）に訪花された科
である。
シーズンの中期にも多いが，キク科同様シーズン後
半にも多く，後半はほとんどキク科とセリ科の2科の
みと言ってよいほどである。
セリ科を訪花した昆虫中最も多いのは，双迩目で
611個体（セリ科訪花昆虫中69％）そのうちハナアブ
類が396個体（45％）であり，膜迩目179個体（20％）
うちハナバチ類はたった12個体（内マルハナバチ類は
2個体）で，甲虫目62個体，ハバチ類が60個体，鱗迩
目16個体，直通目1個体である。
セリ科では双迩目が多く，膜迩目は相対的に少ない。
2．バラ科
バラ科で昆虫の訪花した植物は9種。バラ科を訪れ
た昆虫は全訪花昆虫中16％4目546個体であり，ミヤ
マキンバイが最も多く8％3目263個体，次いでヤマ
ブキショウマが3目67個体（2％）である。
バラ科は7月中旬から8月下旬までシーズンの前・
中期に訪花が見られるが，8月下旬には急激に減少す
る。7月中・下旬ではその調査日で最も多い科（7月
下旬はセリ科と同数）であり8月上旬では3番目となっ
ており，各々の調査日の訪花個体の38％（202個体）
と24％（116個体)，15％（156個体）がバラ科である。
バラ科を訪花した昆虫中最も多いのは，双迩目で
258個体（バラ科訪花昆虫中47％）うち小型ハエ類が
155個体（28％）膜迩目187個体（34％）ハナバチ類
108個体（20％）甲虫目99個体（18％）で鱗迩目は2
個体と少ない。
3．キンポウゲ科
キンポウゲ科で昆虫の訪花した植物は6種。キンポ
ウゲ科を訪れた昆虫は全訪花昆虫中16％5目537個体
であり，ミヤマキンポウゲが4目301個体，ハクサン
イチゲ4目102個体，シナノキンバイが3目95個体で
ある。キンポウゲ科の季節消長は7月中旬から9月上
旬までシーズンを通じて訪花され，8月上旬が最多日
で2番目に多い科であり，192個体（調査日の19％）
でありキンポウゲ科全体の36％である。7月中下旬.
8月下旬の調査日では第3番目の科（20％前後）であ
る。キンポウゲ科を訪花した昆虫のうち最も多いのが
双迩目で466個体（キンポゲ科訪花昆虫中87％）その
多くが小形のハエ類283個体（53％）でありハナアブ
類は181個体でキンポウゲ科全体の34％である。膜迩
目は少なく48個体（9％）うちマルハナバチ類は33個
体であった。
4．キク科
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キク科で昆虫の訪花した植物は9種。キク科を訪れ
た昆虫は全訪花昆虫中15％6目234種である。
最も訪花個体の多かった植物は，ミヤマアキノキリ
ンソウ（6％6目206個体）で，次いでヤマハハコ
（3％6目104個体)，クロトウヒレン（2％4目70個
体)，タテヤマアザミ（2％4目66個体）であり，以
上4種でキク科訪花昆虫中の89％の個体を占める。
季節消長では，7月中旬から訪花個体が見られるが，
シーズンも終わりの9月上旬にキク科訪花昆虫中39％
196個体と最も多くなる。7月下旬にはまだごく少数
であるが，8月上旬にはその調査日の訪花個体数の11
％で第4番目の科であり，8月下旬（20％）では第2
位，9月上旬（46％）では第一番の科である。
キク科を訪花した昆虫のうち最も多いのが膜迩目で
234個体（キク科訪花昆虫中47％）うちハナバチ類203
個体（41％)，次いで双迩目204個体（41％）で多くが
ハナアブ類（51％）である。鱗迩目34個体（7％)，
半迩目16個体，甲虫類6個体，直通類4個体である。
タテヤマアザミ，クロトウヒレンが膜迩目を多く集
め，ミヤマアキノキリンソウはより双迩目を集める。
これは，花冠がブラシ状で高く大きい花が膜迩目を多
く集め，花冠が平たく小さい花は双迩目を多く集める
ことによるものと思われる。
5．タデ科
タデ科は2種が訪花され，全訪花昆虫中8％5目
284個体が訪花した。タデ科の63％178個体が双迩目で
38％107個体がハナアブ類，19％54個体が甲虫類（ほ
とんどがハナカミキリ類）である。15％43個体が膜迩
目，うちハナバチ類は9個体であった。7月中旬～9
月上旬とシーズンを通じて訪花が見られるが，8月上
旬が最多で98個体（タデ科中35％）である。62％の
176個体がウラジロタデ，38％108個体がオヤマソバヘ
の訪花である。
V，植物各種への訪花昆虫
（1）浄土山
1．ハクサンボウフウ
最も訪花個体を集めた種で，セリ科訪花の全ては本
種を訪れたものである。全訪花個体数の30％5目772
個体，双迩目674個体（ハクサンボウフウ全体の87％〉
うちハナアブ類476個体，膜迩目69個体ハナバチ類は
5個体のみ（全てマルハナバチ類)．甲虫8個体（小
型のジョウカイボンが多い)，ガ類20個体（ヒゲナガ
ガ類が多い）が本種を訪花した。
7月下旬から9月上旬まで昆虫の訪花が見られ，そ
の間の各調査日の最も訪花個体を集めた種である。
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が最も多く訪花した種である。双迩目33個体全てハナ
アブ類である。
8月下旬から9月上旬に訪花が見られ，8月下旬は
75個体（タテヤマアザミ全体の61％）が訪花し，その
調査日中ではハクサンボウフウ，アキノキリンソウに
次いで第3番目である。9月上旬は，48個体でハクサ
ンボウフウに次いで調査日中2番目である。
6．ウサギギク
訪花昆虫全体の4％4目114個体が訪花し，キク科
訪花個体の21％を集めた。8月上旬から9月上旬に訪
花が見られ，8月上旬は53個体（ウサギギク全体の46
％）でその調査日中3番多く訪花された。
双迩目103個体うちハナアブ類が55個体，膜迩目3
個体，ガ類1個体，チョウ類2個体（コヒオドシ)，
半迩目5個体が訪花した。
7．ハクサンイチゲ
訪花昆虫全体の4％4目112個体が訪花し，キンポ
ウゲ科訪花個体の36％を集めた。7月上旬から8月上
旬に訪花が認められ，7月上旬が最多で55個体であっ
た。双迩目103個体うちハナアブ類49個体，小型ハエ
類36個体，膜迩は5個体でありマルハナバチ類l個体
であった。ガ類l個体と甲虫類3個体も訪れた。
8．クロトウヒレン
訪花昆虫全体の3％3目88個体が訪花し，キク科訪
花個体の16％を集めた。双迩目47個体うちハナアブ類
31個体，膜迩目37個体全てマルハナバチ類，チョウ類
4個体（アカタテハ，クジャクチョウ，ベニカゲ）で
あった。8月下旬から9月上旬に訪花が確認され，8
月下旬が多く69個体であった。
9．シナノキンバイ
訪花昆虫全体の2％2目87個体が訪花し，キンポウ
ケ科訪花個体の28％を集めた。7月上旬と7月下旬に
訪花が見られ，7月上旬が多く67個体であった。双迩
目81個体うち小型ハエ類68個体で小型ハエ類にハクサ
ンボウフウ，チングルマに次いで3番目に多く訪花さ
れた。膜迩目6個体全てハバチ類であった。
10．アオノツガザクラ
訪花昆虫全体の3％2目77個体が訪花し，ツツジ科
訪花個体の48％を集めた。7月下旬から9月上旬に訪
花が見られ，8月上旬が最多で41個体であった。双迩
目2個体（ハナアブ類)，膜迩目75個体うちマルハナ
バチ以外のハナバチ類が1個体でマルハナバチ類が74
個体，タテヤマアザミに次いで2番目に多くマルハナ
バチ類が訪花した種であった。
（2）東一の越
Lハクサンボウフウ
前回室堂平での調査では，マルハナバチの訪花が確
認出来なかったが，今回，オオマルハナバチの訪花が
再度（前回はハナバチ類調査時）確認された。送粉に
はマルハナバチ類の寄与も少なからず有るであろう。
2．チングルマ
全体で第2番目に訪花昆虫を集め，14％4目349個
バラ科の65％を集めた。
双迩目268個体（チングルマ中77％）うちハナアブ
類が163個体小型ハエ類104個体で，ハクサンボウフウ
に次いで2番目にハナアブ類および小型ハエ類が多く
来た種である。ガ類1個体，膜迩目は64個体（16％）
うちマルハナバチ類が50個体であり，マルハナバチ類
が3番目に多く訪花した花でもある。先回の調査時
(根来，2001）よりマルハナバチ類の訪花がより多く
見られたが，場所によって訪花昆虫の内容も変化し，
送粉昆虫が異なるまた送粉効率の異なる可能性のある
ことを示すものと思われる。
7月上旬から9月上旬までシーズンを通して訪花か
見られ，8月上旬が多く238個体であった。7月下旬，
8月上旬ではハクサンボウフウに次いで2番目に多く
訪花された。
3．ミヤマアキノキリンソウ
ハクサンボウフウ，チングルマに次ぎ3番目に訪花
個体を集めた種で，キク科訪花個体の25％を集めた。
全体の5％3目136個体，双迩目128個体（ミヤマア
キノキリンソウ中94％）うちハナアブ類71個体，小型
のハエ類53個体，膜迩目の訪花は認められなかった。
半迩目3個体，ガ類5個体が本種を訪花した。ハナア
ブ類が3番目に多く来た花である。
8月上旬から9月上旬まで訪花が見られ，特に8月
下旬に多く85個体（ミヤマアキノキリンソウ中63％）
で，その調査日ではハクサンボウフウに次いで2番目
に多い種である。9月上旬では，ハクサンボウフウ，
タテヤマアザミに次いで第3位である。
4．ミヤマキンバイ
訪花昆虫全体の5％4目123個体が訪花し，バラ科
訪花個体の23％を集めた。7月上旬から9月上旬まで
シーズンを通じて訪花が見られ，7月下旬に多く48個
体（ミヤマキンバイ全体の39％）であり，その調査日
中3番目に多く訪花された。双迩目92個体うちハナア
ブ52個体，膜迩目10個体うちアリ類7個体，甲虫目9
個体が訪花した。
5．タテヤマアザミ
訪花昆虫全体の5％2目123個体が訪花し，キク科
訪花個体の23％を集めた。膜迩目90個体（タテヤマア
ザミ中73％）全てマルハナバチ類で，マルハナバチ類
?
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最も訪花個体を集めた種で，セリ科訪花の96％は本
種を訪れたものであり，全訪花個体数の25％6目844
個体。双迩目577個体（ハクサンボウフウ全体の68％〉
うちハナアブ類368個体でハナアブ類が最も多く訪れ
た種である。膜迩目178個体ハナバチ類は12個体のみ
(マルハナバチ類は2個体)，甲虫62個体（ヒメハナカ
ミキリが多い)，ガ類14個体（ヒゲナガガ類が多い）
が本種を訪花した。
7月中旬から9月上旬までシーズンを通じて昆虫の
訪花が見られ，その間7月中旬を除いて（7月中旬は
ミヤマキンバイに次いで2番目）各調査日の最も訪花
個体を集めた種である。
2．ミヤマキンポウゲ
全体で第2番目に訪花昆虫を集め,9％4目301個
キンポウゲ科の56％を集めた。
双迩類281個体（ミヤマキンポウゲ中93％）うちハ
ナアブ類が91個体小型ハエ類190個体で，ハクサンボ
ウフウに次いで2番目にハナアブ類が来，小型ハエ類
が最も多く来た種である。チョウ類1個体，甲虫類9
個体，膜迩目は10個体うちマルハナバチ類が2個体で
ある。
7月中旬から8月下旬まで訪花が見られ，8月下旬
が多く109個体であった。7月下旬はハクサンボウフ
ウ，ミヤマキンバイに次いで3番目8月上・下旬で
はハクサンボウフウに次いで2番目に多く訪花された。
3．ミヤマキンバイ
訪花昆虫全体の8％4目263個体が訪花し，バラ科
訪花個体の48％を集めた。7月中旬から8月下旬まで
訪花が見られ，7月中下旬に多く7月中旬では一番多
く下旬ではハクサンボウフウに次いで2番目に多く訪
花された。双迩目156個体うちハナアブ37個体，小型
ハエ類119個体，膜迩目36個体うちハナバチ類23個体，
甲虫目71個体（全てハネカクシ類）が訪花した。
4ミヤマアキノキリンソウ
キク科訪花個体の41％を集めた。全体の6％6目206
個体，双迩目116個体（ミヤマアキノキリンソウ中56
％）うちハナアブ類59個体，小型のハエ類42個体，膜
迩目61個体うちハナバチ類49個体，甲虫類4個体，半
迩目8個体，鱗迩類16個体が本種を訪花した。
7月下旬から9月上旬まで訪花が見られ，特に9月
上旬に多く90個体（ミヤマアキノキリンソウ中44％）
で，その調査日ではハクサンボウフウに次いで2番目
に多い種である。7月下旬ではごく少ない個体数だが，
8月中は第4番目に多い種である。
5．ハクサンフウロ
訪花昆虫全体の6％5目188個体が訪花した。膜迩
目53個体そのほとんどがハナバチ類（50個体）である。
双迩目86個体そのほとんど72個体がハナアブ類である。
甲虫類28個体，半迩類12個体，鱗迩類9個体である。
7月中旬から9月上旬のシーズンを通じて訪花が見
られ，8月上旬は87個体8月下旬は69個体が訪花し，
その調査日中ではハクサンボウフウ，ミヤマキンポウ
ゲに次いで第3番目である。
6．ウラジロタデ
訪花昆虫全体の5％4目176個体が訪花し，タデ科
訪花個体の62％を集めた。7月中旬から9月上旬のシー
ズンを通じ訪花が見られ，7月中旬は44個体でその調
査日中3番多く訪花された。
双迩目103個体うちハナアブ類が45個体，膜迩目24
個体うちハナバチ類は0個体，甲虫類45個体うちカミ
キリムシ類40個体，ガ類4個体が訪花した。
7．オヤマソバ
訪花昆虫全体の3％5目108個体が訪花。双迩目79
個体うちハナアブ類62個体，膜迩目19個体うちハナバ
チ類9個体，ガ類l個体，甲虫類9個体，直通類4個
体であった。7月下旬から9月上旬に訪花が確認され，
8月上旬が多く55個体であった。
8．ヤマハハコ
訪花昆虫全体の3％6目104個体が訪花し，キク科
訪花個体の21％を集めた。8月上旬から9月上旬に訪
花が見られ，8月下旬が最多で44個体であった。双迩
目33個体，膜迩目60個体うちマルハナバチ以外のハナ
バチ類が41個体。タカネツメクサに次いで2番目に多
くマルハナバチ類以外のハナバチ類が訪花した種であっ
た。チョウ類2個体，甲虫類1個体，直通類3個体，半
遡類5個体である。
9．ハクサンイチゲ
訪花昆虫全体の3％4目102個体が訪花し，キンポ
ウゲ科訪花個体の19％を集めた。7月中旬から8月下
旬に訪花が認められ，8月上旬が最多で46個体であっ
た。双迩目93個体うちハナアブ類60個体，小型ハエ類
31個体，膜迩類はマルハナバチ類1個体であった。半
迩類7個体と甲虫類1個体も訪れた。
10．シナノキンバイ
訪花昆虫全体の3％3目95個体が訪花。7月中旬か
ら8月下旬に訪花が見られ，7月中旬が多く36個体で
あった。双迩目87個体うち小型ハエ類62個体で小型ハ
エ類にミヤマキンボゲ，ハクサンボウフウ，ミヤマキ
ンバイに次いで4番目に多く訪花された。膜遡目3個
体全てハバチ類であった。
??
尚根来
目86個体，次いでハクサンボウフウ21％5目69個体，
ハクサンフウロ13％4目42個体，アオノツガザクラ9
％2目30個体であり，以上上位4種で全個体数の約70
％を占める。
なお，五色が原で注目すべきは，立山周辺ではこの
地のみで生育しているハクサンコザクラであり，同種
に訪花した昆虫は，ヒメマルハナバチが最も多く，次
いでヒラタアブ類であるが，その花上での行動を見る
とヒメマルハナバチが花粉媒介昆虫と考えられる。
（3）浄土山
浄土山（8月3日）では，双迩目・膜迩目・甲虫目・
鱗迩目の4目にわたる1032個体の昆虫の訪花が確認さ
れた。最も多かったのは双迩目で全個体数の85％882
個体，次いで膜迩目の12％122個体，甲虫目20個体，
鱗迩目9個体である。
双迩目，膜迩目中では各々，ハナアブ類（全個体数
の53％551個体)，ハナバチ類（10％100個体，内マル
ハナバチ類85個体）が多く，また小型のハエ類も多く
全体の31％322個体であった。
昆虫の訪花が確認された植物は11科25種であり，キ
ク科・バラ科が5種，キンポウゲ科4種，ゴマノハグ
サ科・ツツジ科・リンドウ科が各々2種，イワウメ・
キキョウ・セリ・タデ・ユリ科が各1種である。
全訪花昆虫中，セリ科を訪れた昆虫が33％3目342
個体で最も多く，次いでバラ科28％4目293個体，キ
ク科15％3目150個体，キンポウゲ科10％2目105個体
である。
最も訪花個体の多かった植物は，ハクサンボウフウ
33％3目342個体，次いでチングルマ23％4目238個体，
ウサギギク5％3目53個体，ミヤマキンポウゲ5％2
目52個体，ハクサンイチゲ5％l目50個体であり，以
上上位5種で全個体数の約70％を占める。
（4）東一の越
東一の越（8月8日）では，双迩目・膜迩目・甲虫
目・鱗迩目・半迩目。直通目の6目にわたる1022個体
の昆虫の訪花が確認された。
最も多かったのは双迩目で全個体数の62％637個体，
次いで膜迩目の26％261個体，甲虫目9％94個体，鱗
迩目24個体，半迩目5個体，直通目1個体である。
双迩目，膜迩目中では各々，ハナアブ類（全個体数
の36％366個体)，ハナバチ類（16％166個体，内マル
ハナバチ類74個体）が多く，また小型のハエ類も多く
全体の23％232個体であった。
昆虫の訪花が確認された植物は12科32種であり，キ
ク科7種，バラ科.6種，キンポウゲ科5種；セリ科.・
タデ科・ツツジ科・ナデシコ科・ユリ科が各々2種，
Ⅵ．別山および五色が原での調査
この2箇所での調査結果と室堂平，浄土山，東一の
越での8月上旬の結果とを比較してみる。
（1）別山
真砂岳～別山では，双迩目・膜迩目・半迩目・甲虫
目・鱗迩目の5目にわたる338個体の昆虫の訪花が確
認された。最も多かったのは双迩目で全個体数の74％
251個体，次いで膜迩目の23％77個体，鱗迩目5個体，
半迩目3個体，甲虫目2個体である。
双迩目，膜迩目中では各々，小型のハエ類（全個体
数の38％126個体)，ハナバチ類（15％50個体，内マル
ハナバチ類41個体）が多く，またハナアブ類も多く全
体の32％108個体であった。
昆虫の訪花が確認された植物は12科21種であり，キ
ク科4種，ゴマノハグサ科・バラ科が各々3種，キン
ポウゲ科・ナデシコ科が各々2種，アブラナ・イワウ
メ・キキョウ・セリ・タデ・ツツジ・リンドウの各1
種である。
全訪花昆虫中，バラ科を訪れた昆虫が33％3目1雁
個体で最も多く，次いでセリ科25％3目83個体，ナデ
シコ科12％2目39個体，タデ科9％5目29個体である。
最も訪花個体の多かった植物は，ハクサンボウフウ
25％3目83個体，次いでミヤマキンバイ12％2目42個
体，チングルマ12％3目39個体，イワツメクサ9％2
目32個体であり，以上上位4種で全個体数の約60％を
占める。
（2）五色が原
五色が原では，双迩目。膜迩目・半迩目・甲虫目・
鱗迩目の5目にわたる328個体の昆虫の訪花が確認さ
れた。最も多かったのは双迩目で全個体数の49％16
個体，次いで膜迩目の39％128個体，半迩目8％25個
体，甲虫目12個体，鱗迩目2個体である。
双迩目，膜迩目中では各々，ハナアブ類（全個体数
の30％99個体)，ハナバチ類（37％120個体，内マルノミ
ナバチ類101個体）が多く，また小型のハエ類も多く
全体の16％54個体であった。
昆虫の訪花が確認された植物は13科22種であり，ツ
ツジ科4種，キク科3種，キンポウゲ科・ゴマノハグ
サ科・バラ科・リンドウ科が各々2種，イワウメ・キ
キョウ・サクラソウ・セリ・フウロソウ・ミズキ・ユ
キノシタ科が各1種である。
全訪花昆虫中，バラ科を訪れた昆虫が30％2目100
個体で最も多く，次いでセリ科21％5目69個体，ツツ
ジ科17％2目56個体，フウロソウ科13％4目42個体で
ある。
最も訪花個体の多かった植物は，チングルマ26％2
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オトギリソウ・キキョウ・ゴマノハグサ・フウロソウ
科が各1種である。
全訪花昆虫中，セリ科を訪れた昆虫が22％4目228
個体で最も多く，次いでキンポウゲ科19％4目192個
体，バラ科15％3目156個体，キク科11％4目115個体
である。
最も訪花個体の多かった植物は，ハクサンボウフウ
20％4目201個体，次いでミヤマキンポウゲ10％4目
99個体，ハクサンフウロ9％5目87個体，ミヤマアキ
ノキリンソウ6％4目58個体，タカネツメクサ6％2
目57個体であり，以上上位5種で全個体数の約50％を
占める。
（5）室堂平
室堂平（8月2日）では，双迩目・膜迩目・甲虫目・
鱗迩目・半迩目の5目にわたる1753個体の昆虫の訪花
が確認された。最も多かったのは双迩目で全個体数の
75％1311個体，次いで膜迩目の22％381個体，甲虫目
37個体，鱗迩目17個体，半迩目7個体である。
双迩目，膜迩目中では各々，ハナアブ類（全個体数
の48％848個体)，ハナバチ類（18％312個体，内マル
ハナバチ類151個体）が多く，また小型のハエ類も多
く全体の25％447個体であった。
昆虫の訪花が確認された植物は16科35種であり，ツ
ツジ科6種，キク科5種，キンポウゲ科・バラ科が各々
4種，リンドウ科3種，ゴマノハグサ科・ユリ科が各々
2種，アブラナ・イワウメ・オトギリソウ・カヤツリ
グサ・スイカズラ・セリ・タデ・ミズキ・ユキノシタ
科が各1種である。
全訪花昆虫中，バラ科を訪れた昆虫が32％4目564
個体で最も多く，次いでセリ科19％5目338個体，キ
ンポウゲ科12％3目208個体，キク科12％4目205個体
である。
最も訪花個体の多かった植物は，ハクサンボウフウ
19％5目338個体，次いでチングルマ19％3目330個体，
ミヤマキンバイ10％3目178個体，ミヤマアキノキリ
ンソウ9％4目157個体，ミヤマキンポウゲ8％2目
137個体であり，以上上位5種で全個体数の約70％を
占める。
（6）5個所の訪花最盛期での比較
まず，調査地5箇所の標高と，主要な植生をみてお
く。別山：2750m-2880m，風衝植生・高山乾性草原，
浄土山：2650m-2840m，風衝植生・高山乾性草原・
高山湿性草原・雪田植生，東一の越：2450m-2650m，
高山乾性草原・高山湿性草原・亜高山高茎草原，室堂
平：2350m-2550m，高山乾性草原・高山湿性草原・
雪田植生，五色が原：2350m-2500m，高山乾性草原．
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高山湿性草原・雪田植生。
いずこも，双迩目の割合が最も多く，次いで膜迩目
でありその他の目はたいへんに少ない（東一の越では
甲虫目が9％，五色が原では半迩目が8％と多少多い｡）
が，浄土山，別山，室堂平，東一の越，五色が原の順
に双迩目の率は減少し膜迩目は増加する（別山と室堂
平ではほとんど差は無い)。また，ハナバチ類の割合
は，浄土山，別山，東一の越，室堂平，五色が原の順
に増加し，ハナバチ類中のマルハナバチ類の割合は，
浄土山，五色が原，別山，室堂平，東一の越の順に減
少する。双迩目の割合の減少，膜迩目とハナバチ類の
割合の増加，マルハナバチ類の割合の減少の割合は基
本的には標高と関連するが，それとともに亜高山帯と
の隔絶の程度も関係しているように思われる。浄土山
別山は標高約2800m，他の3箇所は約2500前後であり，
また，室堂平，東一の越は亜高山帯と地形的に連続す
るが，五色が原では周囲を急崖に囲まれ亜高山帯と地
形的に不連続の部分が多い。
バラ科，セリ科は，5箇所ともに共通して多く訪花
され，それは，各所ともハクサンボウフウ，チングル
マ，ミヤマキンバイが多く訪花されたことによる。た
だし，束一の越ではヤマブキショウマ，タカネバラの
寄与が大きく高茎草原部分の多い同所の特徴が出てい
る。それ以外では，浄土山，室堂平，東一の越でキン
ポウゲ科，キク科が多く，別山ではナデシコ科，タデ
科，五色が原ではツツジ科，フウロソウ科が多い。こ
れは室堂平，東一の越ではミヤマキンポウゲ，ミヤマ
アキノキリンソウ，浄土山ではミヤマキンポウケ，ウ
サギギク，タカネヤハズハハユ別山ではイワツメク
サ，ウラジロタデ，五色が原ではハクサンフウロ，ア
オノツガザクラが多いことによる。これらは，5箇所
の稜線部，台地，斜面等の環境に違いと，それに伴う
風衝地植生，乾性草原，湿性植生，高茎草原等の植生
の組み合わせの違いを反映しているものと思われる。
Ⅶ．訪花所要時間・訪花忠実度
（1）訪花所要時間
五色が原で多く観察出来たのは，チングルマで，マ
ルハナバチ類は1花あたり滞在時間はl～数秒で平均
2秒程度，ヒメハナバチ類はばらつきはあるが平均15
秒程度，ヒラタアブ類もたいへんばらつきはあるが平
均20秒程度である。
別山では，チングルマとハクサンボウフウで比較的
多く観察でき，チングルマでは，マルハナバチ類は平
均2秒弱，ヒメハナバチ類は10秒程度，ヒラタアブ類
はばらつきはあるが15～30秒程度である。ハクサンボ
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表3－1立山別山訪花昆虫訪花所要時間（一花あたりの滞在時間（秒)）60秒で観察終了
平均(秒)標準偏差観察訪花数最小時間最大時間訪花効率（60/平均滞在塗白中上ヒー植物和名
13.瞳アオノツガザクラ 1s19ヒメマルハナバチw4．42.§
3.8922ヒメマルハナバチw15．64.皇イワギキョウ ?????????????
????
????
???
。???
????
???コハナバチ小
ハエ小
オドリバエ
ヒラタアブ小
イワツメクサ
イワツメクサ
イワツメクサ
イワツメクサ
コイヮカガミ 19．415ヒメマルハナバチw3．10.曾
??（?????????
1瞳
6蔭
タカネヤハズハハコ（群）ナミハナアブ
タカネヤハズハハコ（群）ヒラタアブ中
??
???
25.；
60.篭 ????????????
?
ヒメマルハナバチw
オオマルハナバチw
ナミハナアブ
クジャクチョウ
ヒメハナバチ大早
ヒラタアブ中
クロヒラタアブ中
?）?、?
チングルマ
チングルマ
チングルマ
チングルマ
チングルマ
チングルマ
チングルマ
?????、????? ?
??
?》?????????
2篭
?????????
????
?
????
??????
??????
??????????
??
ハクサンボウフウ
ハクサンボウフウ
ハクサンボウフウ
ハクサンボウフウ
?
?
(群）オオマルハナバチw
(群）ナミハナアブ
(群）ヒラタアブ小
(群）ヒラタアブ中
????
????
??
????
?
20.rヒラタアブ中ミヤマキンバイ 3.00．0
40.0ミヤマクワガタ ヒメマルハナバチw1．50.言 17
ヒラタアブ中 20.蔭ミヤマツメクサ 3．00．0
クジャクチョウミヤマリンドウ 527 6唾 1．444.414.~：
ヨツバシオガマ ヒメマルハナバチw2．00.了 20.§：28
表3－2立山五色訪花昆虫訪花所要時間（一花あたりの滞在時間（秒)）60秒で観察終了
植物和名 平均（秒）標準偏差観察訪花数最小時間最大時間訪花効率（60/平均滞在秒;号里虫
アオノツガザクラ ヒメマルハナバチw3．00.豊 20.1;；41
ヒラタアブ中イワイチョウ 20.09．5 335 3.014
チングルマ
チングルマ
チングルマ
チングルマ
チングルマ
チングルマ
?????（（????? ?? ?? ?? ? ????????????
??
?????????﹇．．?????
???
。????????????????????????
???
?
ハクサンコザクラ ヒメマルハナバチw1.40.皇 18 42.量
ハクサンフウロ
ハクサンフウロ
ヒメマルハナバチw
カメムシ
??
?
?〉?》
??
? ?????????）｜???
6曇
???
6唾
ヒラタアブ中ミヤマキンバイ 35.唇 1．7
ミヤマリンドウ ヒメマルハナバチw11．47．？
?ー
228
『＝n
o．｡
表3－3立山室堂平1訪花昆虫訪花所要時間（一花あたりの滞在時間（秒)）60秒で観察終了
植物和名 Eヨ中上ヒー豆 平均（秒）標準偏差観察訪花数最小時間最大時間訪花効率（60/平均滞在秒＞
ウサギギク
ウサギギク
ウサギギク
ウサギギク
ウサギギク
ウサギギク
クロバエ
ナミハナアブ
コハナバチ小早
オドリバエ
ガ
ハエ中
??????????????????????????
?
??
???
?????? ?????（?）????????????????
ハクサンボウフウ コハナバチ小早 3.81．3
『??
15.皇
95
立山高山帯における訪花昆虫調査への追加
表3－3つづき
ハクサンボウフウ
ハクサンボウフウ
ハクサンボウフウ
ハクサンボウフウ
ハクサンボウフウ
ハクサンボウフウ
ハクサンボウフウ
ハクサンボウフウ
ハクサンボウフウ
ハクサンボウフウ
クロバエ
クロスズメバチ早
ヒラタアブ小
ヒラタアブ中
クロヒラタアブ中
ハバチ
ヒメバチ
ハエ中
オドリバエ
カメムシ
?》??↑??????????????〕（???????????? ?
?????
??????????????
????
﹇． …｜ ? ???『↓???…?????
??
? ??????????????????????????‐???
?????????????。???????）（? ?『?? ? ??‐?『? ???? ?『 ?? ?『??ミヤマアキノキリンソウヒメマルハナバチw
ミヤマアキノキリンソウヤドリマルハナバチ研
ミヤマアキノキリンソウナミハナアブ
ミヤマアキノキリンソウドロバチ
ミヤマアキノキリンソウイチモンジセセリ
ミヤマアキノキリンソウコハナバチ小早
ミヤマアキノキリンソウクロバエ
ミヤマアキノキリンソウハエ中
ミヤマアキノキリンソウオドリバエ
ミヤマアキノキリンソウカメムシ
?。（??〉??????（???『???〉、???????????? ?
???
??????????????
??
? ????↑《?????．?????
?????????????????
ミヤマキンバイ
ミヤマキンバイ
ハエ中
カメムシ
35.噌
60.唇
??? ?? ????
1．7‘
1．0
ミヤマキンポウゲハエ中 60.00.0 4606暑 1．0
ミヤマホツツジ ヒメマルハナバチw1．60.急 11 37.:-鳶：
ミヤマリンドウ
ミヤマリンドウ
ミヤマリンドウ
ヒメマルハナバチw
オドリバエ
ハエ小
?、〉???『?? （?〕??『????．?
??
????
表3－4立山室堂平2訪花昆虫訪花所要時間（一花あたりの滞在時間（秒)）60秒で観察終了
平均(秒）標準偏差観察訪花数最小時間最大時間訪花効率（60/平均滞在秒：植物和名
?????
ナミハナアブ
クロバエ
ハエ中
タカネハバチ
タケダハバチ
ウラジロナナカマド
ウラジロナナカマ亭
ウラジロナナカマiド
ウラジロナナカマド
ウラジロナナカマ:さ
???〕?〕〈?〕??? ?????????????
???
?????????
?
???
???
??
ナミハナアブコイワカガミ 15．07．0 928 4.0
ヒラタアブノl、コバイケイソウ 16．23.71．0
タカネナナカマド
タカネナナカマド
タカネナナカマド
タカネナナカマド
タカネナナカマド
タカネナナカマド
タカネナナカマド
ヒメマルハナバチw
コハナバチ小早
ヒメハナバチ大早
ヒラタアブ中
ハエ中
コメツキムシ
ハバチ
???……???…｜?????? ? ????????????????》? ???????????????（?〉（?〕??????《、〕（?〕???????? ?
?????
??…『?… ……?……?
??
』?〈 〕?? 、?』?『〉??〕 ?〕
『????????』、?』
チングルマ
チングルマ
チングルマ
チングルマ
チングルマ
コハナバチ小早
ナミハナアブ
ヒラタアブ小
カラカネハナカミキ'ノ
ハエ中
??????〉??????????15.6
16.4
41.1
60.0
60.0
??????????
??
｝???．﹇???〉｛??????????
???
???????????
クロヒラタアブ中
ヒラタアブ小
ヒメバチ
ハクサンボウフウ（群）
ハクサンボウフウ（群）
ハクサンボウフウ（群）
??．…?? ????
?ー??? ??
???
?
???
15.0
29.1
40.2
9？
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表3－4つづき ?????? ?????
ハクサンボウフウ
ハクサンボウフウ
ハクサンボウフウ
ハクサンボウフウ
、????????
ハバチ
コメツキムシ
ハエ中
ヒラタアブ中
????
????
?????
????
???????
???ー???????????
ヒメハナバチ大芋
コハナバチ小早
ヒラタアブ中
コメツキムシ
ハエ小
ハエ中
ヒメバチ
??????
??ー?ー?ー????ー?ー?? ??、?、 、?、 、 、 、?????、 ? ? ?? ?? ??
????
?、‐???〈?〕???（??《??〈??????????????????
?????
ヨツバシオガマ ヒメマルハナバチw1．80.了 33.民15
ウフウは一群の花（小花100～150個ほど）あたりの滞
在時間であるが，オオマルハナバチが平均3秒程度，
ヒラタアブ類が30秒程度である。
室堂平では，ハクサンボウフウとミヤマアキノキリ
ンソウが多く観察でき，ハクサンボウフウー群の花あ
たりでは，コハナバチ類やクロスズメバチ類は4秒前
後，ヒラタアブ類6秒前後であり，ミヤマアキノキリ
ンソウでは，マルハナバチ類は1花あたり滞在時間は
平均3秒程度，ドロバチ類やナミハナアブは5秒程度，
中型ハエ類15秒程度，オドリバエ類やカメムシ類は40
秒前後である。
別の日の室堂平では，タカネナナカマドでは，マル
ハナバチ類は4秒程度，コハナバチ類，ヒメハナバチ
類は10秒前後，ヒラタアブ類は20秒程度，中型ハエ類
は30秒程度である。
数字にばらつきは有るものの，前回の調査と同様，
マルハナバチ類，その他のハナバチ類・ナミハナアブ，
カリバチ類，ヒラタアブ類，その他の順に花上での滞
在時間が増加し，前回より双迩類の滞在時間が長い傾
向があるが相対的にさほど大きな差は無く，前回（根
来，2002）の結果をほぼ追認するものと思われる。
（2）忠実度
花上滞在時間を調べた中で，10花以上連続して観察
できた個体の訪花忠実度を調べた。全体的に見ても，
観察数の多いものを比べても，膜遡目はより大きく，
双迩目はより小さいことが解るが，まだ観察数が少な
いグループが多く，詳しい分析は出来なかった。
表4訪花忠実度
ン，コイワカガミ，タテヤマアザミ，ヨツバシオガマ，
トリカブト類，キバナシヤクナゲ，ベニバナイチゴ。
2．マルハナバチ類とその他のハナバチ類が主体と
推定される種
クロウスゴ
3．ハナアブ類が主体と推定される種
ウサギギク，夕カネコウゾリナ，ミヤマアキノキリ
ンソウ，ミヤマキンバイ。
4．ハナアブ類とマルハナバチ類以外のハナバチ類
が主体と推定される種
ミネズオウ。
5．ハナアブ類とその他のハエ類が主体と推定され
る種
ウラジロタデ，シナノキンバイ，タカネヤハズハハ
Ⅷ、主な花粉媒介昆虫別の植物リスト
（1）浄土山
今回の訪花昆虫観察から，浄土山での主な花粉媒介
昆虫と思われるもの別の植物リストを以下に掲げる。
1．マルハナバチ類が主体と推定される種
アオノツガザクラ，ミヤマリンドウ，クロトウヒレ
?
?????????? ??????
チョウ灘
チョウ聾
半迩類??????????? ???????
オドリバエ
クロバエ
ハエノ」
ハエ帥
クロヒラタアブ中↑????????ー?ー?｜??
イチモンジセセIノ
クジャクチョウ
カメムシ
クロスズメバチ
ドロバチ
コハナバチ小早
ヒメハナバチ大早
ハバチ
ヒメバチ
オオマルハナバチv
ヒメマルハナバチv
ヤドリマルハナバチ｡
平均標準偏差
観察数
(10花単位）
9．22．28
9．41．78
8．42．88
8．82410
1005
7．72．925
8．32．814
7．23．141
8．32．94
8－32－94
1005
1003
1002
9．71．216
10015
1002
1002
9．31．736
9.12109
1003
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ユハクサンイチゲ，ミヤマキンポウゲ。
6．その他，多くのグループ°による種
チングルマ，ハクサンボウフウ。
（2）東一の越
今回の訪花昆虫観察から，東一の越での主な花粉媒
介昆虫と思われるもの別の植物リストを以下に掲げる。
Lマルハナバチ類が主体と推定される種
アオノツガザクラ，タカネバラ，クロトウヒレン，
コイワカガミ，タテヤマアザミ，ヨツバシオガマ，ト
リカブト類，イワギキョウ，ベニバナイチゴ，エゾシ
オガマ，ミヤマホツツジ。
2．マルハナバチ類とその他のハナバチ類が主体と
推定される種
ハクサンシャクナゲ，コケモモ，クロマメノキ。
3．ハナアブ類が主体と推定される種
ミヤマザンユオヤマソバ，ミヤマアキノキリンソ
ウ，タカネヨモギ。
4．ハナアブ類とマルハナバチ類以外のハナバチ類
が主体と推定される種
タカネツメクサ，ミヤマコウゾリナ，タカネニガナ，
ヤマハハコ。
5．ハナアブ類とその他のハエ類が主体と推定され
る種
イワツメクサ，シナノキンバイ，ハクサンイチゲ，
ミヤマキンポウゲ。
6．その他，多くのグループ．による種
ウラジロタデ，ハクサンボウフウ，ハクサンフウロ，
ミヤマキンバイ，ウラジロタデ，タカネナナカマド，
ヤマブキショウマ。
（3）室堂平を含めた3箇所での主な花粉媒介昆虫別
の植物比較
Lマルハナバチ類が主体と推定される種
3箇所で共通する種：アオノツガザクラ，クロトウ
ヒレン，コイワカガミ，タテヤマアザミ，ヨツバシオ
ガマ，イヮギキョウ。
2箇所で共通する種：エゾシオガマ，ミヤマリンド
ウ，トリカブト類，ベニバナイチゴ。
室堂平のみ：オオヒョウタンボク，シラタマノキ。
東一の越のみ：タカネバラ，イワギキョウ，ミヤマ
ホツツジ。
浄土山のみ：キバナシャクナゲ。
これらの種の場合は，何処で訪花が多いかはその場
所の植生に関わるもので，いずれの種もマルハナバチ
類によって花粉媒介がなされるものと考えられる。
2．マルハナバチ類とその他のハナバチ類が主体と
推定される種
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2箇所で共通する種：クロウスゴ
東一の越のみ：ハクサンシャクナゲ，コケモモ，ク
ロマメノキ。
浄土山・室堂平では，これらの種の開花が確認でき
なかった，もしくは確認された訪花昆虫が少なかった
のでこのような結果となっているが，いずれの種もマ
ルハナバチ類とその他のハナバチ類によって花粉媒介
がなされるものと考えられる。
3．マルハナバチ類以外のハナバチ類が主体と推定
される種
室堂平のみ：タカネコウゾリナ
これは室堂平でのみ区別されたグループ分けで，タ
カネコウゾリナは浄土山ではハナアブ類によると推定
されている。浄土山ではマルハナバチ類以外のハナバ
チ類はたいへん少ないのでそのような結果となったも
のと思われる。同一種であっても，場所により花粉媒
介者が異なる一例である。
4．ハナアブ類が主体と推定される種
2箇所で共通する種：ウサギギク，ミヤマアキノキ
リンソウ（室堂平では多くのグループによると推定さ
れている）
室堂平のみ：イワイチョウ，コバイケイソウ
東一の越のみ：ミヤマゼンコ，オヤマソバ，タカネ
ヨモギ
浄土山のみ：タカネコウゾリナ（室堂平ではハナバ
チ類によると推定されている)，ミヤマキンバイ（室
堂平ではハナアブ類とその他のハエ類，東一の越では
多くのグループによると推定されている｡）
これらの種の場合（ミヤマアキノキリンソウ，タカ
ネコウゾリナ，ミヤマキンバイ以外）は，何処で訪花
が多いかはその場所の植生に関わるもので，いずれの
種もハナアブ類によって花粉媒介がなされるものと考
えられる。夕カネコウゾリナについては上記参照。ミ
ヤマキンバイは多くのグループによることが基本と思
われ，浄土山ではマルハナバチ類以外のハナバチ類が
たいへん少ないことにより，室堂平では，他の開花植
物との関係において（根来，2002）このような結果と
なったものと思われる。ミヤマアキノキリンソウにお
いても，多くのグループによることが基本と思われ，
浄土山ではマルハナバチ類以外のハナバチ類がたいへ
ん少ないことにより，東一の越でも相対的にマルハナ
バチ類以外のハナバチ類が少なかったことによりこの
ような結果となったものと思われる。
5．ハナアブ類とマルハナバチ類以外のハナバチ類
が主体と推定される種
2箇所で共通する種：ヤマハハコ
根来
室堂平のみ：ヤマガラシ
東一の越のみ：タカネツメクサ，ミヤマコウゾリナ，
タカネニガナ
浄土山のみ：ミネズオウ
これらの種の場合は，何処で訪花が多いかはその場
所の植生に関わるもので，いずれの種もハナアブ類と
マルハナバチ類以外のハナバチ類によって花粉媒介が
なされるものと考えられる。
6．ハナアブ類とその他のハエ類が主体と推定され
る種
3箇所で共通する種：ハクサンイチゲ，ミヤマキン
ポウゲ
2箇所で共通する種：ウラジロタデ（東一の越では
多くのグループによると推定されている)，シナノキ
ンバイ
室堂平のみ：ミヤマキンバイ（浄土山ではハナアブ
類，東一の越では多くのグループによる）
東一の越のみ：イワツメクサ
浄土山のみ：タカネヤハズハハ．
これらの種の場合（ウラジロタデ，ミヤマキンバイ
以外）は，何処で訪花が多いかはその場所の植生に関
わるもので，いずれの種もハナアブ類とその他のハエ
類によって花粉媒介がなされるものと考えられる。ミ
ヤマキンバイについては上記。ウラジロタデにおいて
は，東一の越での開花量がより多いことでより多くの
グループを引き付けたものと思われる。
7．その他，多くのグループ°による種
3箇所で共通する種：ハクサンボウフウ
2箇所で共通する種：チングルマ
室堂平のみ：ウラジロナナカマド，ミネヤナギ，ミ
ヤマアキノキリンソウ（浄土山・東一の越ではハナア
ブ類による）
東一の越のみ：ハクサンフウロ，ウラジロタデ，タ
カネナナカマド、ヤマブキショウマ，ウラジロタデ
100
尚
(浄土山・室堂平ではハナアブとハエ)，ミヤマキンバ
イ（浄土山ではハナアブ，室堂平ではハナアブとハエ)。
これらの種の場合（ミヤマアキノキリンソウ，ウラ
ジロタデ，ミヤマキンバイ以外）は，何処で訪花が多
いかはその場所の植生に関わるもので，いずれの種も
多くのグループによって花粉媒介がなされるものと考
えられる。ミヤマアキノキリンソウ，ウラジロタデ，
ミヤマキンバイについては上記。
各グループ分け内で，三箇所もしくは二箇所で共通
の種は，高山帯に広く分布し，かつ花粉媒介者もおお
よそ一定している種と考えられ，一箇所でのにみ掲げ
られた種は，その場所の植生と直接関連するのであろ
う。場所により違った範晴に入る種は，場所により花
粉媒介者が異なること，同じ種でも花粉媒介者は常に
同一とはかぎらないことを示している。このことに関
しては，根来（2002）も参照いただきたい。
Ⅸ、立山高山域の植物開花期
参考に，室堂平，浄土沢，浄土山，東一の越，別山
を含む地域の植物の開花期を表5に示す。標高差500
mに及ぶ広範な地域であり，斜面の方角や地形などに
影響される消雪時期の違いなどにより，分布範囲の広
い植物の開花期間は大変長いものとなる。この表の作
成にあたっては，富山市科学文化センターの太田道人
氏のご協力を得た。
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立山高山帯における訪花昆虫調査への追加
表5立山高山域の植物開花期
立山（室堂平・；争土沢・浄土山・東一の越・別山を含む地域）での開花期間
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ショウジョウバカマ
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クロウスゴ
ミネズオウ
ヤマガラシ
ハクサンイチウ
チングルマ
ミヤマキンバ判
コイワカガミ
旬
クロマメノ
イヮウメ
キバナシャクナク
ミッババイカオウレ：
ウラジロナナカマ｜
ベニバナイチゴ
オオヒョウタンボ』
クロユリ
シナノキンバイ
ヨツバシオガマ
アオノツガザクラ
イワイチョウ
ハクサンボウフウ
コガネイチゴ
タカネスミレ
ミヤマハンショウズ‘
コケモモ
ミヤマクヮガ，
ヒロハユキザ．
マイヅルソ
ミネカエテ
ミヤマタネツケバプ
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イワツメクサ
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ハクサンフウロ
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ウラジロタ
キヌガサソウ
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ウサギギク
アラシグ･サ
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クモマニガナ
イワオトギリ
トリカフ紗卜類
ミヤマホツツジ
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